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≪思想・信条・立場の違いを超えて呼びかけます≫ 呼びかけ人第一次分


▶上田敏治　▶藤谷悟　▶樋口訓民　▶市山相子　▶羽根田たみ子　▶山田守次


▶山田次夫　▶山田純晴　▶山田武弘　▶宮本忍　▶丸山光雄　▶松元鋒　


▶西澤正子　▶市山加奈　▶上田徳正


町議会議員


　▶西川誠一　▶野瀬欣廣　▶山田裕康　▶山田　充　▶岡田隆行　▶西澤伸明








❶元職員の刑事責任を問うこと


❷第三者委員会を設置し、


事件の全容と背景・原因の解明を





　去る10月27日、上記署名運動に取り組むことを呼びかけた内７人（議員有志６人の内５人）が記者会見に臨みました。


　西川議員が開会冒頭あいさつし、経過と署名運動の意義を説明。参加者が一人一人の思いを語りました。


　記者から「一番の憤りは何か」との質問に答えて、西澤議員は「町長が事件発覚以来、『納税』という町政の最重要部門で起きた重大不祥事という認識がないと言っても過言ではない。町民が払う税の重み・苦しみを感じていないからこそ、トップとして毅然とした陣頭指揮がとれない、そこが一番憤慨するところです」（要旨）などと述べました。





「町長に申したいことは、①私たちは町から何も知らされていません。この事件について、どんな現状か、どのように取り組んでいるのか、そして町長の心境を町民に説明すべきです。②告訴が出来た時点で今まで判明したことなど詳しい事情を改めて説明すべきだと思います」。署名運動が開始されることを知ったＦさんから、このようなご意見が寄せられています。





27日発表した呼びかけ文と呼びかけ人を紹介します


◇　　　◇　　　◇


税金等の収納担当職員（当時）による公金横領事件という、とんでもない不祥事が今年1月に発覚したにもかかわらず、未だに町は告訴もせず、警察が逮捕もしない異常事態が続いています。そのうえ、町はこの忌々しき不祥事に対し、いっこうに説明責任を果たそうとしていません。


　この間、容疑者とされるＫがテレビで、まったく反省のない言葉でインタビューに答え、“犯行”を認めています。


　住民の義務として納めている税金の担当職員による“着服”は許すことのできない犯罪です。さらに重大なことは、税金の管理、収納から会計への納入に至る事務体制のズサンな実態が暴露されたことです。


　両親により3000万円が弁済されたからといって、刑事責任を許すことがあってはなりません。横領被害額の全容を調査するとともに、なぜ、このような重大な不祥事が起きたのか、背景、原因を解明し、信頼できる甲良町行政を取りもどさねばなりません。


　よって、町当局が一刻も早く「告訴」し、全容解明をすすめるため、町民の方々はじめ多くの方のお力を集めるため、署名運動にご協力お願い致します。


≪署名にあたっての


注意事項≫


◆印鑑は必要ありません。年齢制限、住所の制限もありません。


◆この署名は「間接署名」といって、賛同の意思があれば、どなたでも書いていただけます。








ご意見・ご要望をどうぞ。　　☆くらし・税金・教育などの相談は　西澤伸明38‐4949　丸山光雄38‐3123　松元たけし38‐3875


◎日本共産党の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】
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